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第３回小樽市中小企業振興会議 

【 議事録 】 
 
日時：令和元年 5 月 22 日(水)14:00～16:05 

会場：小樽市役所 第 1 委員会室（別館３階） 

 

出席者：李会長、近久委員、井上委員、上参郷委員、花和委員、伊澤委員、久末委員、 

    中山委員、齋藤委員、馬場委員、中田委員、織田委員、加藤委員、小倉委員、髙橋委員 

事務局：産業港湾部長、産業港湾部次長、産業港湾部産業振興課長、 

産業港湾部産業振興課主査、産業港湾部産業振興課主事 

 

次第１：開 会 
事務局 ＜開会宣言＞ 

 本日は、御忙しいところ御出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

定刻となりましたので、ただ今から第３回「小樽市中小企業振興会議」を開催させてい

ただきます。 

本日の会議は、お手元の次第に沿いまして、概ね２時間程度を予定しておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 

（委員の交代について事務局から紹介） 

 

    なお、会議は委員過半数の御出席をいただきまして、成立していることを御報告いたし

ます。 

 
次第２：諮 問 
 

（市長から会長へ諮問書の手交） 

 

次第３：市長挨拶 
 

市 長 皆さんこんにちは。小樽市長の迫でございます。今日は大変お忙しい中、御出席をいた

だきまして、ありがとうございます。日頃から委員の皆様には、市政の各般にわたりま

して、御理解、御協力をいただいておりますことを、心からお礼を申し上げます。今日

のこの中小企業振興会議でございますけれども、経済界の皆様方からの御要望もいただ

きまして、平成３０年の７月に中小企業振興基本条例を制定させていただき、それに基

づきまして、昨年の１１月に第１回の中小企業振興会議を開催させていただきました。

今日で３回目を向かえるところでございます。この間、委員の皆様方には熱心に御議論

をいただいてまいりましたことを心から感謝を申し上げまして、いただいた御意見を踏

まえ、また、社会情勢・経済情勢の変化にしっかり対応できるような、そういったこと

も検討させていただきながら、本日諮問をさせていただいたところでございます。 

     この間の会議での御意見を担当の方からも聞いておりますけれども、現在の市内の経

済、また、日本全体でも言えるかもしれませんけれども、人手不足の問題、事業の承継

の問題、それから小樽特有の課題で言いますと消費に結びついた観光政策、こういった

ことが課題として挙げられたと伺っておりますけれども、このほかにも、やはりこの１

０月には消費増税の問題、それから働き方改革の問題、また、人手不足の問題とも十分

関係あるんですけれども、市内の企業の中にも人手不足を解消するために、外国人労働
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者を採用することができないか、そういったことを御検討されている企業も少なからず

あるというように聞いております。こういった地域、市内の中小企業の皆様方は大変難

しい、複雑な局面、状況にあるのだろうと考えております。私も選挙期間中から申し上

げてまいりましたけれども、やはり中小企業の活性化なくして街の活性化はありえない

と思っておりますし、何よりも地域の企業が元気になっていただいて雇用が満たされ、

そして税収が上がっていく、その中でそういったものを市民生活の向上に還元していく、

地域経済と生活の好循環を描いていくということがこの小樽にとっての持続ある発展に

つながっていくと思っているところでございます。中小企業がこの小樽の経済や雇用を

支えているというのは間違いのない事実でございますので、我々もなんとか皆様方と力

を合わせながらこの地域経済の活性化、地域経済の振興に努めていきたいと考えている

ところでございます。引き続きお力添えを賜りたいと思っておりますし、この間、この

会議でいただいた議論、それから、この諮問に基づいて、またさらに議論を深められる

と考えておりますけれども、私ども、皆様方と力を合わせながらまちづくりを進めてま

いりたいと思っておりますし、この会議の中でいただいた、御意見・御要望などにつき

ましては、可能な限りこれからの中小企業振興策にも反映していきたいと考えてござい

ます。引き続き、委員の皆様の御協力を賜りますように、心からお願いを申し上げまし

て、挨拶に代えさせていただきたいと思っております。皆様、どうぞ引き続き、よろし

くお願いいたします。ありがとうございました。 

 

次第４：副会長について 

 

    （委員の交代に伴い不在となった副会長に近久委員を選出。） 

 

副会長 このたび副会長に御指名いただきまして、ありがとうございます。今回３回目の会議で

あるのに私初めての参加ということで非常に恐縮でございます。小樽市の中小企業を振

興していくという非常に重要なテーマでございまして、これまでの議事進行等も拝見さ

せていただきまして、色々な意見が出てるなと感じております。非常に重要なテーマで

すので、なんとか副会長として貢献していきたいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

次第５：諮問の内容について 

 

事務局 ＜資料１「諮問書（写）」、資料２「中小企業振興会議への諮問について」、資料３「想定

される事業案」及び資料４「第２回振興会議までの委員からの意見概要」を説明＞ 

 

会 長 ありがとうございました。今説明があったとおり、これまで２回あった中小企業振興会

議での意見を踏まえて、今日市長からの諮問があったとおり、中小企業振興のための諮

問の内容につきまして、特に資料２で小樽市として取り組むべき視点について整理がさ

れていることと思います。資料３に書いています、想定される事業案についてもいくつ

か提案がありまして、特に一番最初に書かれています、総合支援センターの設立に向け

て、あくまでも案ではありますけれども、こういったところも必要でないかと、こうい

う提案がございました。こういった内容に関して、何かまず委員の皆様から御質問等ご

ざいましたらお聞きしたいと思います。 

     

    ＜質問等なし＞ 
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次第６：意見交換 

 

会 長 それでは意見交換に移りたいと思います。今説明したとおり、この会議では諮問に対し

て調査審議し、答申することとなっております。本日、諮問以外に、議論のたたき台と

して想定される事業案についても、事務局からの説明があったところですが、今後はこ

ういった事業案を含め、具体的な取組の検討を進めていくこととなりますので、こうい

ったことにつきまして、委員の皆様方から御意見を伺いたいと思います。大体２時間予

定されているということですので、本日は欠席者が何人かおられますので、十分に一人

ずつ意見を伺いたいと思います。それでは御意見をお願いいたします。 

 

委 員 まず質問をしてもよろしいでしょうか。 

    本市として取り組むべき視点の中にですね、２番目に若者に魅力ある環境づくりや地元

定着、それと生産性向上による人手不足への対応ですね。これをどういった形で解決す

るのかというと、AI もしくは IoT を使ってですね、生産性を向上させるということを言

ってるんですが、まず基本的には中小企業はそういうものを使えるかどうか、それが１

点。それともう１点は、基本的に若者が小樽に定着することを考えていかないといけな

いんじゃないかと書いてるんですよね。それは、前にも言ったと思うんですが、昨年で

すね、高校生の４割しか小樽に就職しない、６割は出て行くと、この現状を何とかする

というのがですね、やはり一番の手立てじゃないかと。その中で、各企業の効率性を考

えていくということだと思うんですね。そこに若者の定着性というものが欠如してるん

じゃないかと。昔あったように、高校生を採用したら中小企業に補助金がありましたね、

今なくなりましたが。そういうものを復活させる手もあるんじゃないかと考えておりま

す。 

 

会 長 今の御意見、多分質問を兼ねてだと思いますが、何か事務局から今の御意見・御質問に

対して、どうですか。 

 

事務局 人手不足を解消するために AI 等の技術、そういったものが実際使えるのかということで

ございますけれども、実態としてはそういうこともあると思いますが、そういった新し

い技術を取り入れると本当に効果があるのかということについて、専門的な立場の方か

ら意見をもらうですとか、そういったことをイメージしておりますので、実態として本

当に AI を使ったら効率が良くなるんだろうかとか、そういった疑問を持たれるというの

は、現状としてあるのかなと思いますけれども、これから、先ほど言いました、色々な

連携を使いながら、そしてアドバイスをもらいながら、そういったものを活用していけ

るのではないかということで、記載をさせていただいたところでございます。それから、

市内定着の部分でございますけれども、その労働環境ですとか、色々理由があるのかと

思いますけれども、非常に人口対策という意味ではですね、かなり大きな話になります

ので、それをこの中小企業振興会議の中でどこまで踏み込んでいけるのかというのは、

これから考えていかなければならないのかなと思っておりますので、その点については

引き続き検討課題という形にさせていただければと思います。 
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会 長 ありがとうございました。私も今聞いて初めて分かったのですけれども、前は市内の高

校生を採用したら補助金が出るとか、そういう経緯があったんですか。 

 

事務局 以前、リーマンショック等あったときに、やはり雇用が悪くなりまして、その時に雇用

政策として、地元の採用促進という形の中では助成金というのが一部ありました。先ほ

ど地元高校生の就職の割合のお話がありましたけれども、以前高校生ですと、たとえば

商業高校、工業高校、水産高校は就職する生徒さんが多かったんですけれども、今、３

校ともですね、就職よりも進学の割合が増えてきているということもありまして、就職・

雇用の割合がなかなか伸びてきていないということがありますので申し添えます。 

 

会 長 ありがとうございました。続きまして御意見をお願いします。 

 

委 員 意見としては、資料３の想定される事業の、総合支援センターの設立について申し上げ

たいと思いますが、結論からいうと大賛成です。というのは、確か前回だったと思いま

すが、課題として私が申し上げた意見の中に、市内にインキュベーション施設のような

ものがないという話をしたと思いますが、こういう施設があれば、どこに相談に行けば

いいのか明確になりますし、自治体や他の地域での成功事例もあるというところもあり

ますので、非常に実現の可能性が高いものだと思いますので、賛成いたします。 

 

会 長 ありがとうございました。どこまでインキュベーション機能を持たせるのか、多分ハー

ドの箱ものを作るだけではという気もしますので、その中身をどうするのか、これから

議論していく内容かなと思いますので、様々な皆さんの意見、あるいは様々な専門の方

から知恵を出していただいて、本当に作るんだったら機能するものを作っていくという

のが必要かなと思いました。続きまして、御意見をお願いします。 

 

委 員 まず資料２に書かれていることというのは、以前から言われてきていることで、また改

めてどうしたらいいのかなと思うところがあるんですけれども、この資料３にある総合

支援センター、これについては私は大賛成です。ただ、いま例えば小樽市で、例えば小

樽商人塾だとか、創業支援については商工会議所が窓口になって、支援は金融機関等、

私たちも関わってますよね。ワンストップ窓口というのをやっていますので、色々やっ

ている事業を一旦整理して、それを含めて全部ここでやるんだという体制を作るのであ

ればすごく良いのかなと思います。 

 

会 長 これも大変貴重な意見だと思います。今の意見に対して事務局から御説明とかあります

か。あるいは商工会議所からこういうのやってるよとか、紹介ありましたら。 

 

委 員 網羅的にお話できませんが、既に創業支援の窓口というのは、会議所の機能として持っ

ていて、色々なバックアップですね、初期の立ち上げの指導であるとか、それから資金

調達であるとか、そういったこともかなり突っ込んだ形でやっておりまして、年度によ

って幅がありますが、１０件から２０件くらいの相談と、その半数以上の前に進んだ事

例というのが既に会議所の中ではあるということでございまして、そういったことを委

員がおっしゃったように、もう１回整理し直さないと、同じことをいっぱい違うところ
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でやっているというところは良くはないかなというように思います。 

 

会 長 さっきうちの大学の資料説明もあったと思いますが、私たちの大学、これは小樽に限っ

た話じゃなく、北海道全道の支援ということになりますけれども、私たちも大体毎年２

０～３０件くらいのビジネス相談の中で毎年ありまして、成果として毎年共同研究やあ

るいは実際の何らかの形のビジネスに結びつく事例は、そのうち恐らく５～６件くらい

は毎年ありますので、こういったものを全部網羅して、そこに金融機関あるいは行政と

いうことで産学体制がワンストップでできるのであれば、もう少し成果が見えてくるの

ではないかと思います。皆さん総論賛成ということだと思いますけれども、突っ込んだ

議論をしていって中身を作っていく作業が必要なのかと思います。続きまして、御意見

をお願いします。 

 

委 員 本当に当たり前のことなんでしょうけれども、地域の就職・企業の振興なくして地域発

展はありえないといったところなんですけれど、ちょっと話がずれるのかもしれません

が、先般、豪華客船というんですかね、気がついたら３隻ほど来ていただいて、オラン

ダとかアメリカとか、欧米系が多かったんですけれども、お土産屋さん街の社長様にお

聞きすると、欧米圏というのはどちらかというとお土産は買わない方々なのかと思って

いたところが、売上が約１.5 倍くらい増えたんですよというお話を聞きました。従前は

分からないんですけれども、やはりそれなりにそういうようなものを用意すると、それ

なりの効果というものがあるのかというところを改めて感じたところでございます。金

融機関といたしましては、昨今、特に地域金融機関というのは非常に厳しめの内容の本

等が出版されているんですけれども、我々地域金融機関は冒頭で申し上げたとおり、地

域が活性化しないと、我々金融機関もなかなか活性化できないというところがあります。

そういう意味では先般からお話のあった総合支援センター、これは本当に金融機関とし

ては大賛成というところであります。それと、小樽商工会議所との一体化というところ

について、これ是非進めていっていただきたいなと思っています。そんな中で、商工会

議所の創業支援ですけれども、私は商工会議所にも申し上げたことがあるのですが、本

当に金融機関はウェルカムにですね、そういったお話があれば、活性化というのも踏ま

えて積極的に対応させていただいているという状況なんですけれども、確かに創業され

ているところはたくさんあるんでしょうけれども、なかなか我々、この金融機関にです

ね、そこから二次的、三次的に御相談をいただくという体制というんでしょうか、そう

いったところが少ないのかなと感じられるところです。そういう部分では、我々の努力

も不足しているのかと思うんですけれども、本当にいわゆる一体となって、商工会議所、

市、そして金融機関が一体となって、当然そこには資金需要等のところもあるのかと思

いますので、そういったところを進めていければなと思っています。いずれにしても、

この総合支援センター、そして一体化というところで進めていけたらと思っています。 

 

会 長 ありがとうございます。今の話、特に豪華客船の話があったと思いますけれども、一番

最後の観光消費の拡大という側面においても、かなり効果があるんじゃないかと、こう

いう指摘かと思いますけれども、何か市のほうで情報というか、何か共有すべきものが

ありましたらぜひお願いしたいと思いますけれども。 
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事務局 クルーズ船の関係だと思うんですけれども、安定して結構小樽港のほうに入ってきてお

ります。今までと変わってきているのは、クルーズ船の場合はやはりリピーターが多い

と言われております。当初、クルーズ船で来て、降りてきても、バスが何十台もつけて、

ツアーに乗っかって、市街に行かなくて札幌とか余市仁木の方に行っているのが以前は

多かったです。ただやはりリピーターが増えたことによってそういったツアーには行か

なくて、自ら降りて街を散策する方たちが増えたのではないかという話を伺っておりま

す。市としましても、そういったところをしっかり的確にとらえながら、そういった人

たちをいかに降りてもらって、時間は短いんですけれども、いかに小樽の街に来てもら

って、少しでも消費をしてもらうというのが我々としてクルーズ寄港の目的の一つだと

思っていますので、そういった形の中であとは受け入れ体制が大きな問題にはなってく

るのかなと思っています。今大きい問題というのはキャッシュレスなのかなと思ってい

ます。来た方たちがストレスなくいかにお買い物して消費をしてもらう、そこのニーズ

といいますか、一つのきっかけがキャッシュレスになるのかなと思っていますので、そ

ういったことを踏まえながら、今後は進めていく必要があるのかなというように考えて

おります。 

 

会 長 ありがとうございます。あと、創業支援の制度についても、あまり今まではそこまで活

発に利用されていない節があるという指摘だったと思いますが、何かそこの部分ありま

すか。 

 

事務局 創業支援につきましては、市内の中で会議所がワンストップ窓口と、それから金融機関

は融資等の相談等、それから市の方は補助金ということで制度を持っていまして、こう

いった連携の中で、年々増加するような形で支援をさせていただいている状況でござい

ます。そういった中で他の自治体に比べてもスキーム自体は割と、皆さんと顔が見える

関係というのもありますけれど、上手くいっている方ではないのかなという認識をして

いるところでございます。 

 

会 長 おそらく、皆さんおっしゃったようにワンストップであるいは連携が進めば、もう少し

ネットワーク効果としてこういった支援制度も含めて活発化されるのではという期待を

込めて、そういうように理解したいなと思います。続きまして、御意見をお願いします。 

 

委 員 事前に資料を送っていただきまして、資料２、資料３について意見を述べさせていただ

きます。これまで２回開催をされた振興会議、そしてその前の条例制定に向けた検討委

員会の中で、委員の皆さんが述べられてきた様々な意見が本当に実に端的に分かりやす

く、また、単元ごとの問題意識もまとめられておりまして、本当に素晴らしいなと思い

ました。そんな私たちの多くの意見から練り上げられたこの想定される事業案、（仮称）

総合支援センターですが、大賛成でございます。こう着状態にある小樽の地域経済に風

穴を開けてくれる起爆剤になればと、むしろ決定打になるように私も微力ながら奮闘す

る決意でございます。その上で、私が感じたことを少しだけお話させていただきたいと

思います。観光消費などの域内循環では、一部の観光地区に限らず、市内回遊のための

支援を行うとあります。もっと進めて、地元住民を観光客化させるといいますか、地元

住民も回遊させる的な支援を盛り込んだらどうかなと思うんです。地元住民が観光地な
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り、商店街なりで消費をしてもらえるように促すということは、本条例の市民の理解と

協力の中でもうたわれている中小企業の健全な発展に協力することだと考えます。これ

以前にもお話をしましたけど、観光客と地元住民の融合をいかに図るかが大切な視点だ

と思っています。とはいえ、観光客を相手にした商売・商品と住民が必要な、毎日の生

活に必要なもののそれは、なかなか相容れないものがあると思います。一部観光地区以

外でも観光客を相手にしていると同時に、地元住民も相手に販路を拡大しているという

ところもあると聞いています。詳しいことは私もよく分からないんですが、観光客も地

元住民も同時に利用できるそんな情報を集めて発信ができたら、お互いにいいんじゃな

いかなと考えました。 

 

会 長 ありがとうございました。地元住民と観光客の融合と、素晴らしい御発言だったと思い

ます。何か今の御発言に対して事務局からコメントとか、実はこういった取組は実際に

やっているよとか、なにかありましたら。 

 

事務局 市長からも少しお話ありましたけれども、観光客の方が運河ですとか堺町とか、割と決

まったところを回遊しているという状況の中で、なかなか中心商店街まで上がってきて

いただけないというのは少なからずあります。 

     そうした中で、市のセクション的にも観光振興と商業振興と、別にあるのですが、そ

ういったところが同じ部の中にあるという現状の中で、今年度を含めてどう商店街の方

に回遊を進めていこうといった取組も検討している現状でありますので、その辺りは今

後も部内はもちろんのこと連携しながら進めてまいりたいと考えております。 

 

会 長 ありがとうございました。続きまして、御意見をお願いします。 

  

委 員 ３回目にして初出席ということで、大変恐縮なんですけれども、私も中小企業が元気に

ならないと街の活性化というのがないのかなというように考えております。中小企業が

やっぱり元気になるためには、今以上に販路拡大したり新規事業を立ち上げたり、何か

新しい事業をやっていきたいという企業がたくさん増えてやっていかないといけないと

思うんですけれども、そんな中で少子高齢化というのがありまして、もうこれは時代の

流れなのでどうも食い止めることはなかなかできないというのが現実なんですけれども、

そんな中でも貴重な子どもたち、少ない高校生・大学生、これをどれだけ小樽の街に残

していけるか、残していくために、どのようにわたしたちがアピールしていくか、小樽

にこんな良い企業があります、もっともっと発展できる、成長できる、そんな可能性が

ある企業があるんですよ、そんなことをアピールできる場をもっと設けたらいいのかな

と思っています。実際に人材不足でやりたい仕事ができない、そんな企業さんがたくさ

んあると思いますので、そんなところを解消していくだけで、一歩も二歩も経済活性化

していくのではないかなと思っています。 

 

会 長 これは先ほど委員も指摘されたとおり、やっぱり地元で若い人たちを残していく、さら

に彼らの力を利用して、新たな産業を小樽に作っていく、こういった作業というのはど

この街でも必要不可欠と思います。やっぱり小樽はそこらへんが若干、客観的に見ても

弱いのかなと思いますし、これだけ大学が二つもあって、高校もたくさんあるにも関わ
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らず、そこらへんが有効に小樽市のために人材確保ができていないというのも、当然い

ろんな理由が考えられるんですけれども、それよりは若者が定着できるような小樽市の

魅力を含めてどんどんアピールしていくことが必要なのかなと。あんまりそこに対して

私も具体的な案があるわけではないですけれども、後は皆さんからの色々なアイデアが

あると思いますので、後々また議論していきたいと思います。続きまして、御意見をお

願いします。 

 

委 員 いま色々意見を拝聴いたしまして、総合支援センターというのは、私的には必要ないと

思います。というのは、その機能は非常に大事だと思いますけれども、風呂敷だけを広

げるよりも、いま商工会議所さんでやっていることを、もっと充実させるべく、やって

いけばいいんじゃないかなと。人口もこれだけ減っている街で、風呂敷だけを増やすと

いうことには非常に反対いたします。それと、少子高齢化、色々な問題がありますけれ

ども、まず小樽というものは、観光を基盤とする街であります。そして、ものづくりと

いう街だと思うんですよね。観光基盤ということにしますと、本当にいま色々御商売、

私もそうですけれども、商店をやっている方に対して申し訳ないかもしれないですけれ

ど、ものを売ることだけが観光じゃないと思うんですよね。どちらかというと、どこど

この商店街がどうだとかああだとか言うことに、どちらかというと偏っているような感

じで、やはり観光というのは小樽じゃなきゃできないこと、例えば水族館だとか、私が

好きなのは、第３埠頭から祝津の水族館に行くまでの船だとか、クルーズ船とか、あと

は天狗山だとか、そういうような体験型をもっともっとＰＲをして、観光客を呼んでい

ただくと、リピーターも増えるんじゃないかと思います。実際私も小樽出身で、もう半

分以上札幌市民になっていますけれども、小さいとき行った水族館、娘時代に行った水

族館、こんないい年になってから行った水族館、それぞれ思い出あります。やっぱりモ

ノを買うということは、まして海の街ということでは、北海道では函館にはかないませ

んし、海を渡れば横浜や神戸なんかに全然小樽はかないません。であれば、小樽ならで

はの観光をもっともっとＰＲし、リピーターを増やしていただきたいと思います。あと、

少子高齢化に関しましては、私は少子高齢化だからこそ一人当たりの子供にかける金額

というのは年々上昇していると思います。実際、私の住んでいる札幌ですけれども、い

ま小学校の放課後に、塾のバス、スイミングスクール、英語教室のバス、あと学習塾の

バスですか、送り迎えです。私も三十路に近い娘がおりますけれども、子育てしていた

頃は、習い事があるというと、私がアッシーして送り迎えしてましたけれども、いま、

まさに一人っ子、二人っ子で、皆さん塾まであるいは習い事まで、本当に送り迎えです。

ドアトゥードアです。そういうことを考えると、やっぱり小樽の教育というものは、も

うちょっと考えなきゃいけないのかなと、校長先生もいらっしゃって申し訳ないんです

が、やっぱり子供が住みやすい街と考えますと、すごい爆発的な考えでバカじゃないか

と言われるかもしれないんですけれども、例えば、今で言う、昔で言うと６大学ですけ

れども、いまスマートですか。上智、明治、青山、立教、東京理科大。また、中央大学、

法政、というような、中学からの一貫校を、ぜひ誘致してもらいたいなと。企業誘致と

同時に学校の誘致をしてもらいたいなと思います。札幌と小樽は、いま結構小樽からの

札幌の中学通ってる子たちいます。高校もそうだと思います。逆に言うと、札幌に勤務

しているお父さんも小樽から通えるわけですよ。だから小樽にそういう子どもたち、小

学校・中学校、そういう若い世代のそういうような学校があれば、単身赴任のお父さん
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も、単身赴任しないで家族で小樽に住むこともできるしと、いうような感じで思ってお

りますが、ちょっと観点とはずれているかもしれないですけれども、小樽の振興という

ことを考えると、このような根本的に考え方を変えなきゃいけないんじゃないかと、思

いました。 

 

会 長 ありがとうございました。なかなか、多分根本的な問題をおっしゃっていますので、こ

れをいかに施策とか政策に落とし込めるかというと、なかなか大変だと思うんですけれ

ども、いまおっしゃった内容というのはやはり大事ですし、やっぱり、大学生たちもそ

うなんですけれども、うちは大体小樽だけでなく、恐らく９７％くらいは道内出身の学

生を集めて、大体就職は本州が大体５割くらいですので。大体どちらかというと、道内

から集めて道外に輸出していることになってしまっているんですけれども、そういった

現状があるとして、根本的には小学校とか中学校の教育から、そういった体制が小樽に

は備わっていないことも事実だと思いますし、中高大の一貫的な教育の仕組みを含めて

小樽にはないということも現実としてあると思いますので、そこらへんもこの委員会で

どう取りまとめていくかは難しいとは思うんですけれども、やはり根本的なところを踏

まえつつ、そこをベースにできることは何かということをやっぱり考えるべきだと思い

ました。あとは総合支援センター自体を作るだけではあまり前進しないと。考え方自体

は反対じゃないとおっしゃっていただいたのですが、新たなもの、ハードを含めて、箱

物を作るだけでは、私としてもそれは反対ですけれども、その中の機能を街を上げてじ

ゃないですけれども、産学官金、こういったところが全面に連携しながら、ネットワー

ク的に進めていくということが多分重要だというように思います。あとは観光について

も、小樽ならではの観光の取組が若干弱いのではないかという御指摘がありましたが、

これはそのとおりだなと思っておりまして、体験型を含めて、特に滞在時間ですよね。

前もそういう議論が出てたと思いますけれども、できるだけ今の２時間とか３時間でい

なくなるような観光動線ではなく、もう少し滞在時間を増やして、場合によってはナイ

ト観光も含めて、もっと滞在型の観光にいかにシフトしていけるかというのも、かなり

大きな課題かなと思います。 

     市の方から何かありますか。 

 

事務局 いま委員から冒頭お話がありました、今回の資料３で出させていただいてます支援セン

ターの関係なんですけれど、先ほど他の委員の方からもお話をいただきましたけれども、

私どもも、まだあくまで事業案ですけれども、ただ箱を作ってってことではなくて、先

ほど会議所の創業支援との関係もお話ありましたけれども、そういったことを再構築を

して、強化をしながら産学官金連携の中で、より効果的に取り組めないかという考え方

でございますので、御理解いただきたいなと思います。 

     また、全体的に委員から御意見をいただいたんですけれども、我々も今、小樽の観光

というのが一つの産業になってきたと、そういう中で、すそ野が広い中でいかにこれか

ら、どうやって色々な市内にある産業を観光と結びつけていかなければいけないのかと

いう部分は考えております。そういった中で、色々な全国的な観光の街の中で、小樽と

してはいかにリピーターを増やしていくかということが重要だと考えておりますし、魅

力がある街、逆に市民にとっては住みやすい街が一つのキーワードになっていると。そ

ういう中で、先ほど言った人口問題というのは市として、市が成り立っていく中で人口
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が減るというのはすごく危機的なものであります。税収がなければ、我々市の行政サー

ビスもできない、そういった中でいかにして税収をきちんと確保し、行政サービスを提

供していくか。 

     例えば除雪費用などは、その年の天候などに左右されながらも行政サービスとして維

持しつつ、市民が少しでも暮らしやすいようにしていくというのも、経済政策として重

要なのではないかと考えております。そういったように全体的にこれから考えていかな

ければいけないのかなというように考えております。先ほど申し上げましたように、我々

が目指すところというのが、いかに効率的に効果を上げるかという視点の中で今回こう

いう御提案をさせていただいています。確かに組織だけつくっても仕方がないというよ

うに我々も思っていますので、いかにこういう機能を必要最小限なもので効果を発揮で

きるかという視点の中で、これから皆さんの御意見をいただきながら、どういったもの

がいいのかという部分は、これから構築していきたいと思っています。 

 

委 員 たとえば研修会とかあると、市が主催していても、色々な部署から同じような研修がく

るんですよね。商工会議所からも来ます。そういうことを含めて、結局行けば、私も何

回か労政の研修に去年行きましたけど、結局人が集まらない、同じようなテーマで札幌

でやると研修はすごい満員なんだけど、小樽だと人が集まらないのが実態です。そうい

うのを風呂敷を広げることでますますそういう傾向にあると思うんですよね、最近。で

すから、研修なんかも、市が仕切っていただいて、商工会議所と上手く連携を取ってい

ただいて、同じ研修は１回だけとかにしてくだされば、分散しないでこちらも勉強しや

すいし参加しやすいかなと付け加えます。 

 

会 長 ありがとうございました。続きまして、御意見をお願いいたします。 

 
委 員 実は私、皆様のお手元に配られた資料の Fuku-Biz に昨年の１１月に異業種交流会で道

外研修ということで、実際この場所に行ってまいりました。センター長と働かれている

皆様からの、実際どうなんだというところで現場のお話を聞かせていただいたんですね。

行って直接お話を聞かないと、皆さんイメージできていないんじゃないかと思うところ

があって、皆さん多分イメージされているのは枠組みというか仕組みというか、フレー

ムワークみたいな、先ほど委員がおっしゃった、箱だけ作ってもみたいな感じで、箱は

なんとなくそういう仕組みがあったらいいよねというイメージできていると思うんです

けれど、実際にどのようにそこが回っているのか、というのを現場で聞いてきました。

細かいところまでは説明すると長くなるのですが、後でインターネットで見ていただい

たら分かるんですけれども、実際この Fuku-Biz には、お二人のスペシャリストの方がい

らっしゃって、ネットで検索すると出てくるのですが、センター長という方を年収１，

２００万円で公募したというのがまずきっかけとしてあり、１，２００万円払うから福

山や周りの創業支援であったり商品のブランディングであったり、本気でやれる人いな

いかみたいな。それに食いついてきてやりたいですという多くの募集がある中からスペ

シャリストを引っこ抜いて採用したという経緯がありまして、実際に私がお会いした方

は、アメリカのディズニーランドで働かれていたり、フランスでエルメスで働かれて銀

座の本店の店長をやられたり、ヴァインという洋服の海外の高級ブランドの日本の支社

長をやられていたりというすごい経歴の方が、小さい商店街の中で小さいお店をやりた
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いんだけどというお話を聞いて、どうやったら創業できるのかを、もしくは創業した後

にどうしたら販路を拡大できるのか、パッケージからデザインがださいのでなんとかし

ましょうとか。デザイナーも Fuku-Biz の中にいるんですね。そのデザイナーの方もかな

りの経歴の持ち主。ではウェブやＳＮＳでマーケティングしましょうとなった時にウェ

ブのスペシャリストも Fuku-Biz の中で雇用して内製化しています。それから会計、税理

ができる方も内製化していて、スペシャリスト集団なんですよ。僕が Fuku-Biz を見て何

が素晴らしいと思ったかというと、仕組みもすごいんですけど、そこにいるスタッフの

人たちの経歴とやる気と実績、数字だけではなくて実際にどんな商品が元々こんなにだ

さかったものがこういうパッケージにして、東京のこういう百貨店に置くようになって、

こういうウェブメディアでプロモーションしたり、高級なブランディングといったとこ

ろまで、スタートから出口までを、全部この方たちがやれるだけのキャリアをお持ちな

んですよ。枠組みとして例えば商工会議所がやっている創業支援だったり、小樽市がや

っている商人塾だったり、小樽市内の金融機関の皆さんが創業したいという方たちの相

談を受けているということと何が違うかというと、支援している方たちのキャリアとや

る気が全然違う。採用についても、１，２００万円で採用するんですが、単年度契約ら

しいんです。１年間で効果が出なければ即刻クビという感じでおっしゃっていたので本

気も本気で支援されている方がセンターの中にいるということを一番驚いて帰ってきま

した。こういう方たちがいるのであれば、もしかしたら迷っていたり分からなかったり

どうしたらいいんだろうという人が突破口を開けて、創業だけじゃなくて、今回の諮問

の中にある中小企業が成長していくということに直接つながっていく。その結果、市長

も事務局もおっしゃっていましたが、税収入が上がる、雇用が増える、そういうところ

ですよね。小樽市民の生活が変わるというところに直結しているんだとすると、もし小

樽Ｂiz ができたとしたら、そういう人たちが本気になってこのセンターの中に働いてく

れる方がいるかどうかと、どれだけのギャランティーを払えるのかみたいな、そういっ

たところを私の感想として持っていますので、李先生を含め、小樽商科大学にはそれに

近いキャリアをお持ちの先生達がいらっしゃるんですけど、先生達皆さんお忙しいので、

そこまで本気で小樽の事業者に時間と労力を掛けてくださるかどうかとかですね、能開

大の先生たちもそうなんですけど、そこまでやっていただけるんであれば、効果はある

んじゃないかというように思いました。 

 

会 長 ありがとうございました。Fuku-Biz の詳細な説明で、すごくよく理解できました。続き

まして、御意見をお願いします。 

 

委 員 １回目、２回目と欠席し申し訳ありません。資料２に載っている、観光に関する内容は

本当にもっともだろうなと感じます。年間８００万人のお客さんが来ているということ

に対しては、大変ありがたいし、でもその大変ありがたいことに、市民が気づいていな

いのではないかということは非常に思います。ですから、中小企業の振興と言う前に、

中小企業に働いているのは市民だっていう、その市民が本当に意識を持っているのか、

市役所も含め。さきほどお話のありました例の、同じようなことを何度もやってるんじ

ゃないというのがありますけど、黙っていたら２０４５年に人口が６万人を切る。現在

でも６０歳以上が４７％ですか、小樽は。高齢者しかいないっていう。結局お金を使う

若い人がいない。でも本当に目の前にそれが来てるという。１００年後のことはみんな
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亡くなっているから言っても仕方ないのかもしれないですけれど。ですから市役所の２

０代の若い人には言うのですが、入ったからって定年までいれると思うなよと。これ以

上人口が減ったら、間違いなく夕張になるという気はありませんが、しょうがないです

よね。人がいなくなってしまったら。高齢者は服を買わない、外食をしない、飲みに行

かない。子どもたちは成長するから服を買うし色々なものを親やおばあちゃんが与える。

そういう中でこの街に住んでいるということに対しての市民の意識、そこをしっかり変

えていかなければ、どんな箱を作っても、どんな装置を作っても中小企業がちゃんとな

っていくことはないのではないかと。観光協会ということで来ているので、観光という

ことについて言えば、平気でいまだにポイ捨てしている市民、レンタカーナンバーに後

ろから早く行けという市民、本当に来てくれているから、コンビニで買って買い物をす

る人もいれば、でもコンビニで買うパンは地元のパン屋さんが作っているものもあるわ

けで。観光と言うと何となくすぐホテルでしょとか。私、祝津で色々なことをやってい

るのですが、１０年くらい前から「たなげ会」というのを作ってやっているんですけど、

漁師さんが観光と言うと、「そんなの水族館だろ、青塚食堂だろ」と言うのですが、「い

やいや違います」って。漁師さんのウニが高く売れるのは、結局寿司屋通りで寿司を食

べているお客さんがいるから高く売れるわけで。観光と言うとすぐ水族館や青塚だと言

いますが、ここに書いていますが、本当に１次産業×２次産業×３次産業が６次産業で、

それが観光だという、そういうしっかりした意識を本当に持っていかないと、シビック

プライドというか郷土愛というかそこをしっかり育てなかったら、絶対に人口はどんど

ん減っていくし、８００万人も来ているというのは、外の人は良いから来ているわけで

すよね。でもそれが結局、教育問題もあるかも知れないけども、子供を札幌に行かせる

とか、結局小樽が良いというように思わない。でも本当に小樽市民、無理ですけれども、

住んでいる人が本当にみんな良いと本当に言ったら、別に責めるわけじゃありませんけ

れど、私は道新の記事を読んで寂しいなと思ったのは、この春、商大を卒業した生徒さ

んが就職した先が、民間は別にして、札幌市役所２７人、道庁１３人、小樽市役所１人。

あれだけ商大で色々なゼミをやっているじゃないですか。昔と違って。本当に小樽のこ

とを一生懸命学生はやっているわけです。せっかく色々な提案をしてくれているわけで

す。なのに、就職するといったら２７：１３：１ですよね。確かに給料が違うとかある

んですけど、でも本当に小樽って良い街だよっていうことを４年商大にいる生活の中で

その子達に言っていけば、２７：１３：１にはならないでしょう。それってやっぱりシ

ビックプライドなのではないのかなと。観光客が来ない、魅力が何もないなら別ですが、

海があって歴史があって自然があってグルメがあるという、これだけ財産がある街で、

そこに市民が気づいていないというのが、一番なんじゃないのかなって。ですから市民

の意識をしっかり変えて、中小企業を振興していただけたらと思います。商大の悪口を

言いたかったわけではございません。 

 

会 長 ありがとうございました。恐らくシビックプライドというのが一番大事なことだったの

かなと思います。おっしゃるとおり、商大を出て、かつては銀行勤めや商社勤めが多か

ったのが、公務員志向が増えてきて、それもどうかなと個人的には思っています。どう

しても札幌から通ってくる子がいっぱいいるのが一番の理由だと思うんですけれども、

私個人としては本当にその北海道のために、小樽のために働く人材になるためには、一

回外へ出た方が良いのかなと。逆に言うと、ずっと地元に育って、北海道のために何が
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寄与できるかと言うと、なかなかそれも難しいのかなとも思っていて、外から一旦客観

的に、何のために北海道に戻りたいのかも含めて、良さをもう一回再発見する意味でも、

一旦外からＵターン、Ｉターンの人材をもっともっと作るべきかなと、個人的にはそう

思っています。ただ、おっしゃるとおり、深刻な問題だと思いますので。徐々にではあ

るんですけど、今の若い人たちって変わって来ているのは事実だと思います。小樽の色々

なニーズに対してかなり積極的にプロジェクトベースで取り組んでくれますし。実はゼ

ミベースで起業するんですよ。去年か一昨年に作られた「EgaO」というゼミで、小樽の

歴史をゲームにして、ゲーム感覚でキャラクターを順に追っていくと、次どうするみた

いな感じで小樽のストーリーをずっと追っていって小樽の過去の歴史から今に至るまで

のストーリーをずっと紹介していくという、そういうゲームだって学生が発案して作っ

たりしていますのであんまり捨てたものではないのかなと考えております。 

 

委 員 ただ、小樽商科大学の学生は４年間最低いるわけで、生徒さんが札幌から通っていよう

と、ワクワクドキドキする街だったら、この街に住みたいとなると思うんですよね。言

いたいのは、生徒が悪いのではないのです。 

 

会 長 頑張ってそういう小樽を作っていかないといけないというわけですね。ありがとうござ

います。その通りだと思います。今の意見を踏まえて、次の委員お願いします。 

 

委 員 よろしくお願いします。今回一つの提案として総合支援センターがあり、先ほどから皆

さんおっしゃっているとおり、ものづくり、生産性向上、創業支援、殆ど枠組みの中で

従来やってきている部分のものが実際問題あるので、中身をどう変えていくか。先ほど

委員がおっしゃったお話は、実を出すという意味では非常に有効な手段かなという気も

します。強烈に今、委員からお話がありましたが、私は札幌から小樽に通って十数年、

逆に札幌にない小樽の魅力というのは物凄いなということを年々感じている状況です。

考え方は色々とあると思うのですが、人口問題を一つ取ってみても、人手が足りないと

いう部分のものを、十年後には AI であったり、IoT であったり、殆どのものが肩代わり

できるだろうという時代の進み方、車を含めて全てがそうなっていく。ただ、どちらか

というとホスピタリティという部分を基点にした部分の考え方、人でなければできない

部分は産業として残っていくだろうということが結構言われているんですよね。そのよ

うに考えていくと前にも言ったと思うのですが、道内で高齢化率がトップを走っている

市に位置付けられていることを北海道の講演を聞きにいった時に言われて、結構ショッ

クだったんですけどね、現実にそういう部分が進んでいるんであれば、逆に福祉の街で

あったり、例えばお年寄りに優しい街であったり、その人たちを介護したり、そういう

施設を多分にしながら若い人たちを集めるとか、そういうものを新しい産業として提案

もできるのではないか。先ほど委員がおっしゃいましたが、観光一つとっても、私も北

海道を離れて全国行くんですけれども、倉敷の話を前回したと思うんですけれども、そ

こでは東南アジアの方は殆どいないんですよね。殆ど欧米人の方。何故なんだろうと思

っていくと、文化の違いであったりバカンスだとか旅行に対する概念が根本的に違うの

ではないか。基本的に一週間から十日のバカンスの発想で来る、例えばニセコなどに来

ている人たちはまさにそうではないですか。逆に２泊３日といった滞在時間の少ない２

時間、３時間といった行動は基本的に札幌を基点にして近辺を周遊して行く。構造的な
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問題というのはその辺を含めた中身に変えていくというのは観光に関して言えばあるの

ではないか。この間、観光協会が主体になってクルーズ船で来られた方が１００人ほど

非常に日本的なお茶やお花だったりゲームだったり、そういうものをやった時に物凄く

喜んで帰られたとお伺いしました。今日本全国で日本文化というものが食を含めてアピ

ール合戦ですよね。色んな今までの発想と違うことを提案していかない限り、できない

んじゃないか。人手の問題なんていうのは、私に言わせればもう１０年も 20 年も、５０

年前から分かっていた話で、その辺のところが今、バブルが弾けて３０年の中で、色々

な戸惑いの中で切り替えられないという。緊急に対応しなければいけない部分と、もう

一つは中長期的にここに書かれているような取組例の中にある、ものづくり支援だった

り生産性の問題だったり販路だったり色々なものに対する、時代に、市民や企業や団体

や金融機関や学校やこういう部分が、今回の中小企業振興基本条例を作った根本のもの

というのは、それぞれがそれぞれの役割を果たすという前提でできあがった条例ですか

ら、そこに向かってそれぞれがやるっていうように考えたときに、それを仕組みとして

考えていくということをやらない限り問題解決できないのではないか。今日本自体がそ

うですよね。人手が足りないから外国人労働者を急遽対応しながらやらなければならな

い。この前話を聞いたら、小樽管内のハローワーク関連で外国人が７００人いらっしゃ

るという。７００人今小樽にいらっしゃると考えると、仁木、余市を含めてなのですが、

人手が足りない、または求められている人材があれば、逆に福利厚生で圧倒的に良い条

件を出して、優秀な外国人労働者を一気に入れて、工場や色々な所に足りない人たちに

住んでもらう。そこから行くのと、もう一つは、時代対応していくという中で出遅れて

いた部分に関して総合支援センターみたいな中で個別対応しながら時代対応していくよ

うな流れの中でやっていく。支援センターで個別にやっていくだけでは間にあわないの

ではないか。スピードが限定的になるのではないか。それは中長期でやっていく必要が

あるし、短期に色々な問題を解決するツールも利用していかなければいけないのではな

いか。前回、物産展をやっているという部分の中で何回もくどく申し上げたのですが、

卸と小売というものが後志小樽管内の中でも、もう機能しない、６割しか残っていない、

この２０年の中で。そういう状況を考えたら、作ったものを売る販路自体が、製造業自

体が存続の危機にあるという状況を考えたときに、構造的な問題として、卸と小売をす

る機能を個々の企業に求めているレベルではもう間にあわない。だから、どこかが代替

してでも小樽後志産品を構造的に卸したり、小売したり、今の時代の流れの中で、それ

を紹介していくことを構造的な問題として新しい発想で、全然今既存のルートでない状

況をリスクを背負いながらやっていくべきだと思っているわけです。 

 

会 長 ありがとうございました。たくさんの御意見をいただいたと思いますけれども、個別的

に後は事務局から委員の方に御相談していただければと思います。少し時間も押してま

いりましたので、続きまして御意見をお願いいたします。 

 

委 員 皆さん、私が考えていることとほぼ同じなので、大体のことはもう言っていただいたの

ですけれども、根本的には委員や事務局がおっしゃったように人口問題が一番だと思う

のです。今基本的に皆さんがおっしゃっている、基本的に考えられているのは、流出を

防ごうということですが、呼び込むことはどうなんだろう。前回も言いましたが、下手

稲通りを走ると、銭函工業団地で遮断されているんですよね。銭函まで小樽、札幌から
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来て平らなところは銭函までないもんですから、そこをなんとか工業団地さんと住み分

けて、住宅街にして伸ばしてこれないものかなと思って、札幌の、小樽の界隈まではけ

っこうな街ですよね。北広島市だとか石狩市は札幌の人口が伸びていって市になった街

ですから、せっかくこんなに電車であろうとバスであろうとＪＲであろうと、頻繁にす

ごく交通の便が良いですよね。それを何とか呼び込んで人口を少しでも増やすことがで

きないかと私は思っているんです。それと、来月、新卒者の企業説明会、業界説明会が

ありますよね。私も出るのですが、新卒の生徒でいくと、昔は工業高校の専門的な技術

の学校に行ったら就職が多かったんですよね。今は技術系に行っても進学が多い。進学

する技術系の学校といったら近くは札幌、または本州の方に行ってしまう。それで就職

するとまた向こうの方に行ってしまう。ということで段々と減るんですけれども、新卒

の高校生の生徒さんに聞いても就職するのも札幌へ行くという子が多いです。お父さん

お母さんは札幌でいいって言うの、と聞くと、お父さんお母さんが行けと言ってるんで

すよね。それだけ魅力的な企業が小樽は少ないのかなと、いつも出るたびに思います。

そういうことも人口減の元になっているのかなという気がいたします。それと観光なん

ですけれども、この間、たまたまなんですけれども、勝納ふ頭に用事があり朝 9 時ころ

行ったのですが、ツアーバスが１０台以上来ているんですよね。ということはそれぞれ

ツアーで近くか遠くかその時間内で見て回るんでしょうけれども、行くときに堺町通り

を通ったんですけれども、９時少し前くらいか、２０人、３０人の団体の方がお土産屋

さんがあるところにいるんですが、お店が開いていないんですよね。どこと提携すれば

良いのか分からないのですが、クルーズ船が来るときくらい開けられないのかなという

気もしたのも一つです。それと、前回言いましたが、クルーズ船が勝納に着いたときの

ことですが、私も仕事で街なかを歩くと、クルーズ船は年配の方が多いですから、汗を

かきながら街まで歩いているんですよね。バスでも出していらっしゃるんですかと聞い

たら、市では行っていないと。その辺は中央バスさんと、クラシックなバスが市内走っ

ていますよね、ああいうバスと提携して観光客をツアーが着く時だけでもよいから周っ

てもらうとか、そういう方法が取れればよいのかなと。やはり観光は、横浜に行ったり

神戸に行ったりすると、やはり向こうはもう何十年も前からツアー船が来ていて、小樽

よりずっと早い観光地ですから、いきなりああいうようにはならないと思うんです。だ

けども来た人にまた楽しんでいただけるには、そういうおもてなしの心ですか、そうい

う気持ちが大事なんじゃないかなと思います。先ほども委員がおっしゃったように、小

樽市がどう思っているんだろう、高齢化が進んで、多分この中で私が一番高齢じゃない

かと思いますが、住んでいる方が小樽の街を好きで住んでいるのか、諦めて住んでいる

のかという問題になるのかなと思いますけれども、仕方なく住んでいる方もいらっしゃ

るかも分かんないですけれども、実際に小樽に住んでいて、私はなるべく新しいお店が

できたら行ってみようと思って行っています。どういうお店ができたのかなと思って。

普通は小樽に住んでいたら堺町通りを一軒一軒歩いてみて、ものを買ったりということ

はあまりしないのではないかと思うんです。だから思い切って市内のツアーで小樽の観

光巡りツアーを組んでですね、小樽の良さを少しでも市民の皆さんに知っていただくよ

うに、諦めて住むのではなくて好きで住むようにしていった方がいいんじゃないかなと

いう気がいたします。それと、融資の問題なんですけれども、中央会の役員会が月曜日

に札幌でありまして、例年ものづくり補助金が小樽で十数社あり、約１億円くらいの補

助金をいただいておりますが、それもつくようですので、うちのお客さんに聞いたらあ
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まり知っている方がいらっしゃらないんですよね。だからどんどんアピールして、結構

大きい補助金ですから、一千万円くらいいただけますからね、１／２補助で。これをも

っとアピールしていただけたら助かると思います。そして、銀行さんの融資と合わせて

活用できたらいいなと思います。 

 

会 長 たくさん具体的な御提案をいただきありがとうございます。これも後で事務局で精査し

ていただいて、できるだけ施策に反映していただければと思いました。続きまして御意

見をお願いします。 

 

委 員 出尽くしている感があるので、段々と座談会のようになってしまいそうであれなんです

が、考えてみますと、私が生まれたのが昭和３９年でございまして、昭和３９年が小樽

の人口のピークだったかと思います。２０万人ということで。それから約半分になろう

としているという状況の中で、結局はそこから一回も上がることなく下がっている状況

ですから、何とかしなければならないということで、色々な人が多分５５年間かけて色々

なパッチワークをして、血が出ているから止めよう止めようとしてはいたのでしょうが、

やはりなかなか抗えなくて、今こういうような状況になっているのかなと思います。そ

ういった意味では、色々な制度もどうしてもパッチワーク的になっているので、先ほど

の話ではありませんが、私も商工会議所に入っていますけれども、商工会議所の支援事

業だとか、色々なところで色々なことを、みんなのためにと思って、どんどん色々なこ

とをみんなで考えたんだけれども、それはやっぱりパッチワークでしかなくて、なかな

か全体として上手く機能していないという、一個一個は多分素晴らしいことだと思いま

すし、補助金がついたりとか色々なことがあるので、良いこともたくさんあったかと思

うのですが、そういった意味では小樽全体でという感じではやはり考えられてなかった

のではないかと思うところ、この事業の案ですが、総合支援センターという意味合いで

は非常に良いことなのではないかいうようには思いますけれども、先ほど委員がおっし

ゃったとおり、本当にただただ作るっているんじゃ何の意味もなくて、同じことになっ

てしまうわけですね。パッチワークと同じになってしまうようにならないようにするた

めには、先ほどの委員のお話ではないですけれども、素晴らしい形のセンターになるべ

く、どうデザインをしていくかというかですね、それはもうグランドデザインでしょう

し、総合支援センターのデザインもそうですけど、小樽市を結局どこまでどうするのと

いうのが決まらないと最終的に決まらないのかなというように思います。総論賛成各論

反対になるわけではないのですが、非常に夢のあることだと思いますけれども、早くや

らなければなりませんけれども、適当にもできないのかなと思います。あとは、新しい

人材というか、人出不足と言いながらもミスマッチが起きているのかなと思います。若

い人はうちの会社にはあまり入っていただけません。それは色々な状況があるかと思い

ます。給料の問題、まずはこれが大きいかと思います。給料が今の３倍出せれば来るの

かなと思いますが、それだけの給料を払うことができないという状況なのかなと思いま

す。その問題がまずは一つと、じゃあ３倍働いて本当にやり甲斐がある仕事なのか、今

の若い人に、私は自分の会社の魅力はあると思っていますけれども、見えていない部分

がたくさんあって、若い人にちゃんとアピールできていない部分があるんだというよう

に思います。そこは私の反省ではあるんですけれども、そういう部分も含めて支援セン

ターでバックアップをいただければ少しでも前に進めるかなあというように思っており
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ます。私の一番の目標は今のところ、小さいかもしれませんけど、商大の新卒者を入れ

たいというのが将来の夢で、何とか達成するために頑張っていきたいと思っております。

自分の息子が今年入ったんですけどそれは別として。頑張っていきたいと思います。 

 

会 長 ありがとうございます。続きまして御意見をお願いいたします。 

 

委 員 厳しい中で何かをしなければいけないということなのでしょうけれども、危機である意

識というのがもうひとつ、今の政権の経済情勢の表現だけではなくて、北海道知事が若

くなったから何とかなるんじゃないかという希望を持って、危機の意識というのがかな

り低いと。自分の子供や孫の世代にということで、今しなければいけないことという機

軸が必要なんだろうなと。小樽市役所さんにも当然そうだろうと思います。施策の細か

いことは別としまして、商工会議所の資料、これは大元は確か財務局か何かのレポート

だったと思いますが、市内の企業はアンケートを取ると４割くらいが人手不足であると。

何人足りないかは分かりません。しかし、私は中小企業家同友会で教育求人委員長をや

っていますが、さんざん、人を採るぞと言って、学校へ行こうと言うんですけど、乗っ

てくる人はいません。新卒採用の仕方を知らない会社さんが多い。非常に私自身がどう

したらいいんだろうと思っています。人手不足の会社さんの、ここからは予想ですが、

ほぼ９割方は既卒の採用をやっていると思います。ですから、既卒の採用のその後をど

うしていくかということなんかは少し抜けているのではないかと思います。何を言いた

いかと言うと、新卒も既卒も企業の採用、雇用ということに関しては、教育とセットだ

と思います。ですから商大生が東京に行こうが沖縄に行こうが、我々はきっと帰ってき

てくれると信じて、学生さんにはそういう応援をして、もし一緒に働くことになった人

たちにはやはり教育と。兄貴や姉貴としての立場を取るということが必要だと思います。

後は、キーワードを、先ほどからお話を聞いていて思ったことを申し上げます。観光の

分野などはどちらかというと、来ていただくビジネス。これは相当色々な事情に過去、

未来も左右される可能性があるんですが、小樽が良くて基本的に来ていただくのであろ

うということだとすると、絶対的に高付加価値化を図るべきであると。１万円で昼飯を

食わせるところを是非作りたいぐらいのイメージです。役所も街も、そこを応援するべ

きだと私は思います。一方でその他の事業を、ものづくりをやっている会社さんは、行

って行うビジネスというか、よその街まで出張って行って、外貨を稼いでくるというビ

ジネスをやっている場合もあると思います。そこで一生懸命やっているところも支援す

べきだと思います。全然関係ない話ですけれども、これだけ人口が減ると、空き家が増

えていると。役所も対策室を作っているくらいですから、空き店舗、空き家が増えてい

ます。これをきちんと把握して今やっているんだろうと思いますけれども、中小企業振

興会議の中でも逆手に取る何かを考えるべきではないかと。逆手に取るというのがキー

ワードで、ちなみに日本海で雪が多くてたばこ税だけでは除雪費が賄えない街になって

しまいましたので、何か逆手に取る必要があるだろうと。そういう発想が必要なんだろ

うと思います。まだ３回ですので、基本的な考え方として、「変化に対応」と散々出てき

ていますけれども、変えないものを先に決めておくべきであろうというように思います。

その辺は役所の中で市長さんを中心にガッチリ議論をしていただきたいという希望を持

っています。 
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会 長 ありがとうございます。私もかなり今の話で思い出したんですが、札幌とか他の地域で

こういった会議となると、小樽って羨ましいねってどこの市町村からも言われるんです

ね。これだけ歴史的な遺産とか、北海道で随一あって、なんで小樽って苦戦しているの

って。なので、小樽の強みも含めてもう一回こう見直して今、委員がおっしゃったとお

りのことが、再発見なのか、死角で見えていないこともあるかもしれないので、上手に

見せるということもありかなと思いますし、皆さんがおっしゃってくださったように、

今回の一番の提案の目玉として、総合支援センターを何らかの形で、できるだけオール

小樽の組織として作っていくと、こういうことをかなり皆さんが総論賛成とおっしゃっ

ていただいたので、あとはその中で何を更に目玉政策として推進していくかということ

をもう一回会議の中で精査しながら、短期的に取り組む課題、長期的に当然教育もそう

ですし、人口対策もそうですが、ずっと取り組まなくてはいけない課題もあると思いま

す。上手にフェイズを切って、何を具体的に進めていくべきなのかという議論がこれか

ら必要と思います。最後に、初めての御参加となりますが、今まで皆さんの意見を聞い

て、一言お願いしたいと思います。 

 

委 員 皆さんの御意見、素晴らしい意見交換がなされているということで非常に驚きましたし、

敬意を感じます。私がどのように感じたかと言いますと、この話のなかにいくつかヒン

トがありますよねと。ヒントの一つはですね、人手不足だと。要するに雇用の受け皿は

数あるんですよと言うことなんですね。にも関わらず人口流出していると。ここに考え

るポイントが一つあろうかと思うんです。ですから起業したいんだというような人の相

談に乗ってその数を増やせば良いという問題じゃないということがここに一つ見えるわ

けですね。ではどうすれば人が留まってくれるんだろうかと。そこに切り込まないとい

けなくて。それにはまず街の魅力ですね。魅力というのは景観もあるかもしれませんし、

どなたかホスピタリティということをおっしゃっていましたがそういうことを含めて街

の魅力をどう高めていくのかと。それから、給料の面もあるんだろうと思うんですね。

残業を少なくしながら給料をそれなりに払っていくと。そういうことをどうしたら実現

できるんだろうか。その点をしっかり考えていかないといけないと思うんですね。そこ

に切り込むのが総合支援センターに期待したいなと思うんです。どういうことかという

と、総合支援センターというのは、コンサルティングではダメでコーディネータなんだ

と。何が違うかというと、コンサルティングは受動的なんですよね。それに対してコー

ディネータは能動的なんですよ。ですから総合支援センターに期待するのは F-Biz のよ

うに能動的なコーディネータ機能を期待するものであれば望ましいなと感じます。では

能動的なコーディネータというのはどういうものが一番有効かというと、大きな組織は

多分ダメだと思うんです。有能な人の少人数の組織であるべきだろうなと思ったりしま

す。それが一つ目のヒントですよね。もう一つ、二つ目のヒントがあるなと思ったのは

ですね、除雪の話なんですね。除雪などの行政サービスがかかるといいますが、私はそ

れは別に大した問題じゃないと思うんです。何故大した問題じゃないと思うかというと、

除雪費で払ったお金は市民に行っていると思うんですよ。ですから市民から吸い上げて

市民に戻しているだけなので、大した問題ではないよというように思うんですね。じゃ

あ同じ仕組みで市民からお金を吸い上げて、街づくり、街を魅力的にしながら、関わる

人が小樽市民だというようにして還元するならばそれほどマイナスになるわけではない。

そこで市民の理解、協力を得ながら、それならお金を出しましょうという機運をどう作

っていくのかが一つのポイントなのかなと思ったりします。それから、先ほど委員がお
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っしゃっていましたが１万円で昼食を食べると。こういう考え方は必要だと思うんです。

高くても質の良いものを提供して、人に来てもらう。そういう高付加価値化の概念も必

要なんだろうと思います。そういうようないくつかのヒントの要素を取り込みながら能

動的で有能なコーディネータに頑張ってもらえるような総合支援センターを期待したい

と思います。 

 

会 長 ありがとうございました。まとめていただいてありがとうございます。それではちょっ

と時間が押していますので、次の次第「今後の進め方について」をお願いしたいと思い

ます。 

 
次第７：今後の進め方について 
会 長 次第７の「今後の進め方について」ですが、事務局から説明をお願いします。 

 

事務局 （資料５に沿って説明） 

 

会 長 ありがとうございます。ただ今のスケジュールについてのご説明について何かご質問等

はありますか。なければ、こういう形で進めさせていただければと思います。 

 

次第８：閉会 
 

会 長 今日は本当に活発な御意見、御議論をいただきまして、本当にありがとうございます。

事務局は今日の御議論を踏まえて次回に向けて準備をお願いします。最後に皆様から何

か御発言ございますでしょうか。 

 

委 員 そろそろ具体的な方向に入ってくると思うのですが、その際に、資料３の取組例の中に、

前も出ていたと思うのですが、エネルギー問題、エネルギー政策を是非入れて欲しいと

思います。最近道新もエネルギーの特集をやっております。５月１２日から。道のエネ

ルギー、それこそ職員間でエネルギー対策を講じたにも関わらず、それが上司、課長の

前で終わってしまったと。そういうような話がありますのでね、ここは全体会議ですか

ら決してそのようなことはないですから、エネルギー問題を真剣に考えていきたいと思

います。それと、取組の中で、一番最初にものづくりが来ておりますが、販路拡大、こ

れが中小企業の７～８割が毎年中小企業白書でもっとも大事なことだと、切実な問題と

して挙げられていることなんですね。これはものづくりと当然リンクするんですけれど

も、これをまず最初に持ってきて欲しいなと考えております。 

 

会 長 では事務局からなにかございますか。 

 

事務局 ＜事務連絡＞ 

 

会 長 ありがとうございました。それでは以上をもちまして、第３回小樽市中小企業振興会議

を終了いたします。本日は大変お疲れ様でした。 

 


